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映画「ひろしま」鑑賞会
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場　所 ザ・ヒロサワ・シティ会館
 小ホール（県民文化センター）

　
い
ま
地
方
自
治
体
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
や
近
年
多
発
し
て
い

る
大
規
模
災
害
へ
の
防
災
・

減
災
事
業
の
実
施
な
ど
、
緊

急
な
対
応
を
要
す
る
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
今
後

も
、
医
療
・
介
護
な
ど
社
会

保
障
へ
の
対
応
、
子
育
て
支

援
策
の
充
実
、
地
域
交
通
の

維
持
・
確
保
な
ど
、
よ
り
多

く
の
、
よ
り
複
雑
化
し
た
行

政
需
要
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
た
め

に
は
地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
は
重
要
な
課
題
で
す
。

　
一
方
で
、
公
的
サ
ー
ビ
ス

を
担
う
自
治
体
や
公
共
サ
ー

ビ
ス
職
場
で
は
、
業
務
量
の

増
大
と
人
員
不
足
は
深
刻
化

し
て
お
り
、
そ
の
犠
牲
は
職

員
に
押
し
付
け
ら
れ
、
疲
弊

す
る
職
場
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
県
本
部

地
財
充
実
、
職
員
の
勤
務
条
件
改
善
を

は
、
地
方
財
政
の
充
実
と
自

治
体
職
員
・
公
的
サ
ー
ビ
ス

職
員
の
勤
務
条
件
の
確
保
に

向
け
、
６
月
　
日
、
県
市
長

25

会
（
山
口
伸
樹
会
長
）・
町
村

会
（
染
谷
森
雄
会
長
）
へ
要

請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
本
部
か
ら
は
千
歳
委
員

長
、
生
井
澤
書
記
長
が
参

加
、
県
市
長
会
・
町
村
会
か

ら
は
今
関
裕
夫
常
務
理
事
・

事
務
局
長
が
対
応
し
ま
し
た
。

　
各
単
組
で
も
別
記
要
請
内

容
を
参
考
に
、
地
方
財
政
確

立
に
向
け
地
方
自
治
法
　
条
99

に
基
づ
く
議
会
採
択
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

県
本
部
が
市
長
会
・
町
村
会
に
要
請

県市長会・町村会の今関常務へ要請書を手渡す千歳委員長（左）

与
実
態
調
査
』
を
先
行
し
て

一
時
金
だ
け
始
め
て
い
る

が
、
月
例
給
に
つ
い
て
も
早

期
に
調
査
を
始
め
、
精
確
な

官
民
比
較
の
上
で
、
生
活
を

守
る
た
め
の
賃
金
水
準
を
確

保
す
る
こ
と
が
必
要
。
②
各

自
治
体
職
場
で
は
、
コ
ロ
ナ

へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
住
民

の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
日

夜
職
務
に
全
力
を
尽
く
し
て

い
る
が
、
勤
務
環
境
は
大
変

厳
し
い
。
職
員
が
住
民
の
期

待
に
応
え
、
よ
り
質
の
高
い

公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
職

員
の
雇
用
安
定
と
賃
金
・
労

働
条
件
の
改
善
・
確
保
が
不

可
欠
。
③
各
人
事
委
員
会

が
、
労
働
基
本
権
制
約
の
代

償
機
関
の
立
場
か
ら
、
中
立

か
つ
公
正
な
第
三
者
機
関
と

し
て
の
使
命
を
十
分
に
果
た

さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

④
組
合
と
の
交
渉
・
協
議
、

合
意
に
基
づ
き
進
め
る
こ

と
。
―
な
ど
を
柱
と
す
る
要

請
を
行
い
ま
し
た
。
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しっかり学んで組合活動を強化しよう
― 県本部第２回ユニオンセミナー ―

日　時 ８月１日（土）　10：00～16：45　
場　所 自治労会館（水戸市桜川2－3－30）　
内　容  ◇講座①
 　「コロナ禍の労働安全衛生活動」
 　　講師：
 　　　山田厚全国労働安全衛生研究会代表
 ◇提起：安全衛生月間の取り組み
 　（県本部）
 ◇講座②
 　「なくそう長時間・過重労働・不払い
 　　残業etc～自治体職場の労働時間を考える～」
 　　講師：
 　　　山田厚全国労働安全衛生研究会代表
 ◇グループ討論
 　「コロナ禍の労働環境・長時間・過重
 　労働について」

調
査
等
に
関
す
る
要
請
行
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
要
請
は
、
①
人
事
院
は

『
令
和
２
年
職
種
別
民
間
給

　
公
務
労
協
地
方
公
務
員
部

会
は
、
７
月
９
日
、
全
国
人

事
委
員
会
連
合
会（
全
人
連
）

に
対
し
て
、
民
間
給
与
実
態

生
活
守
る
賃
金
水
準
を

地
公
部
会
が
全
人
連
に
要
請

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違
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地方財政の充実および自治体職員等の
勤務条件の確保を求める要請書

１．社会保障、感染症対策、防災、環境対策、地域交通対策、
人口減少対策など、増大する地方自治体の財政需要を的確
に把握し、これに見合う地方一般財源総額の確保をはたら
きかけること。
２．とりわけ、子育て、地域医療の確保、介護や児童虐待防
止、生活困窮者自立支援など、急増する社会保障ニーズへ
の対応と人材を確保するための社会保障予算の確保および
地方財政措置を的確に行うようはたらきかけること。

３．2020年度から制度施行された会計年度任用職員制度に
おいて、常勤職員との権衡に基づく処遇改善に向けて、引
き続き、総務省が予定している需要額調査に対し必要額を
適切に計上し、その財源確保をはかること。

４．新型コロナウイルス対策として、新たに政府が予算化し
た「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」や
「新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金」について
は、2020年度補正予算にとどまらず、感染状況や自治体に
おける財政需要を把握しつつ、2021年度予算においても、
国の責任において十分な財源を確保するようはたらきかけ
ること。
５．新型コロナウイルス対策として予算化された、上記４の
交付金を活用し、自治体への直接雇用などの対応をはかり、
自治体・公的サービス職員の人員の確保と長時間労働の是
正にむけた措置を講じること。

６．新型コロナウイルス対策として、医療・福祉・清掃及び窓
口職員をはじめとするすべての自治体・公的サービス職員
の感染防止措置を講じ、健康の確保をはかること。

　　また、医療・福祉従事者への差別や偏見をなくすために、
県や関係機関と連携して啓発活動などに取り組むこと。

７．2020年の給与改定にあたっては、人事院の精確な調査と
公平・公正な公民比較に基づき、月例給・一時金の水準を維
持・改善すること。

　　また、勤務条件の変更にあたっては、労使での十分な交
渉・協議と合意を基本とし、一方的な変更を行わないこと。

快
適
で
働
き
や
す
い
職
場
を
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７
月
は
安
全
衛
生
月
間

　
自
治
労
の
２
０
１
９
年
度

「
安
全
衛
生
月
間
」の
取
り
組

み
集
約
（
　
県
本
部
６
８
８

40

単
組
回
答
）
で
は
、
安
全
衛

生
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る

単
組
が
９
割
以
上
で
あ
っ
た

一
方
で
、
月
１
回
以
上
委
員

会
を
開
催
し
て
い
る
単
組
は

２
割
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

労
働
安
全
衛
生
法
で
は
、
月

１
回
以
上
の
開
催
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
安
全
衛
生

委
員
会
を
、
す
べ
て
の
事
業

場
で
開
催
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
な
ど
も

加
わ
り
仕
事
内
容
も
変
わ
っ

て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安

全
衛
生
委
員
会
で
、
時
間
外

労
働
の
実
態
を
報
告
さ
せ
る

と
と
も
に
、
と
く
に
時
間
外

労
働
が
常
態
化
し
て
い
る
職

場
や
い
わ
ゆ
る
過
労
死
基
準

と
い
わ
れ
る
月
　
時
間
を
超

80

え
る
場
合
に
つ
い
て
は
具
体

的
な
対
応
策
を
示
す
よ
う
求

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
他
律
的
業
務
の

比
重
が
高
い
職
場
の
範
囲
を

特
定
す
る
と
と
も
に
、
特
例

業
務
が
行
わ
れ
た
場
合
の
、

要
因
の
整
理
、
分
析
・
検
証

を
実
施
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
長
時
間
労
働
を

行
っ
た
職
員
に
対
す
る
医
師

に
よ
る
面
接
指
導
な
ど
健
康

確
保
措
置
も
重
要
で
す
。
と

く
に
１
月
平
均
　
時
間
超
の

80

時
間
外
労
働
を
行
っ
た
職
員

に
つ
い
て
は
、
申
出
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
医
師
に
よ
る

面
接
指
導
を
実
施
さ
せ
ま

す
。
　
労
働
安
全
衛
生
月
間
の
取

り
組
み
を
通
じ
、
快
適
で
働

き
や
す
い
職
場
の
実
現
に
む

け
組
合
が
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。
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表
し
て
鈴
木
博
久
代
表
は

「
東
海
第
２
原
発
運
転
差
止

訴
訟
が
最
終
弁
論
を
終
え
、

来
年
３
月
　
日
に
判
決
を
迎

18

え
、
再
稼
働
反
対
の
一
つ
の

運
動
を
作
っ
て
き
た
が
、
日

本
原
電
は
再
稼
働
に
向
け
準

備
を
進
め
て
い
る
。
県
内
で

避
難
計
画
の
策
定
や
訓
練
を

実
施
し
て
い
る
が
、
問
題
点

は
多
い
。
そ
れ
を
検
証
す
る

集
会
に
し
て
い
き
た
い
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　
次
に
、
阿
部
功
志
東
海
村

議
、
井
坂
章
ひ
た
ち
な
か
市

議
、
飯
田
正
美
水
戸
市
議
が

「
広
域
避
難
計
画
の
問
題

点
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
　
避
難
計
画
の
問
題
点
と
し

て
は
、
避
難
計
画
を
策
定
し

た
自
治
体
は
避
難
体
制
の
整

備
、
避
難
手
段
の
確
保
、
安

定
ヨ
ウ
素
剤
の
緊
急
配
布
体

制
、
複
合
災
害
へ
の
対
応
、

避
難
住
民
の
生
活
支
援
な

ど
、「
と
て
も
避
難
計
画
を

策
定
し
た
と
は
言
え
な
い
も

の
」
と
指
摘
し
、「
問
題
点

を
住
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
大
切
」
と
強
調
し
ま
し

た
。
ま
た
、
避
難
計
画
を
策

定
し
て
い
な
い
自
治
体
か
ら

は
、
住
民
の
避
難
に
つ
い

て
、「
事
故
が
起
き
れ
ば
、

屋
内
退
避
し
て
待
っ
て
は
い
ら

れ
な
い
。
逃
げ
る
の
が
現
実

的
」、「
避
難
バ
ス
の
確
保
は

困
難
」、「
自
家
用
車
で
避
難

し
て
も
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ

る
」
な
ど
、
避
難
計
画
は
非

現
実
的
で
実
効
あ
る
避
難
計

画
は
策
定
で
き
て
い
な
い
等
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　「
避
難
受
け
入
れ
自
治
体

の
問
題
点
」
と
し
て
、
椎
野

隆
稲
敷
市
議
か
ら
は
、「
避

難
の
受
け
入
れ
体
制
は
、
避

難
自
治
体
か
ら
具
体
的
な
話

が
な
い
と
進
ま
な
い
」
、「
避

難
所
予
定
場
所
の
一
部
は
川

が
増
水
す
れ
ば
使
え
な

い
」
、「
事
故
が
大
き
け
れ

ば
、
稲
敷
も
避
難
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
な
ど
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
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 2020年公企評役員体制 
議　長 横町　勉（県企業局労組）
副議長 平澤弘行（茨城町職）
副議長 坪井正人（常陸大宮市職）
副議長 落合英将（県企業局労組）
事務局長 川上貴之（常陸太田市水道）
幹　事 菊池　崇（大子町職）
幹　事 佐藤正彦（県企業局労組）
幹　事 長洲卓志（茨城町職）
幹　事 石川義弘（常陸太田市水道）
幹　事 長岡修平（常陸大宮市職）
幹　事 金親幸宏（県職連合）
幹　事 横山　敬（城里町職）

チ
ン
コ
店
な
ど
を
攻
撃
し
た

「
自
粛
警
察
」。「
感
染
予
防

の
た
め
」
と
い
う
同
調
圧
力

が
強
ま
っ
て
、
あ
あ
い
う
行

動
に
結
び
つ
い
た
ん
だ
。
不

安
な
心
理
状
態
に
な
る
と
、

「
決
ま
り
」
を
守
ら
な
い
人
に

攻
撃
的
な
態
度
を
取
り
が

ち
。
そ
れ
が
高
じ
る
と
、
戦

前
の
隣
組
の
よ
う
な
密
告
社

会
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
Ｑ
　
考
え
過
ぎ
じ
ゃ
な
い
？

　
Ａ
　
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
、
気
を
つ
け
た
方
が
い

い
。
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
が

開
発
さ
れ
る
ま
で
は
不
安
な

状
態
は
続
く
。
せ
め
て
市
民

同
士
は
監
視
し
合
う
の
で
は

な
く
、「
寄
り
添
い
」を
大
事

に
し
て
生
活
し
た
い
ね
。

と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
ね
。

　
Ｑ
　
で
し
ょ
う
？
　
こ
れ
 

っ
て
守
っ
た
方
が
い
い
よ
ね
。

　
Ａ
　
あ
く
ま
で
、
３
密
を

避
け
る
た
め
に
推
奨
さ
れ
た

工
夫
で
あ
り
、
最
終
的
に
は

自
分
で
安
全
か
ど
う
か
を
判

断
す
べ
き
だ
ろ
う
。「
言
わ

れ
た
こ
と
」
を
絶
対
視
し
過

ぎ
る
の
は
よ
く
な
い
。

　
Ｑ
　
ど
う
し
て
？

　
Ａ
　
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
て
い
る
と
き
に
、
市

民
が
営
業
中
の
飲
食
店
や
パ

言
の
解
除
後
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
、「
新
し
い
生
活
様

式
」
の
実
践
を
呼
び
か
け
て

い
る
。
そ
こ
に
は「
３
密（
密

集
、密
接
、密
閉
）」を
避
け
る

具
体
的
な
工
夫
が
書
か
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
外
食
す
る

と
き
に
は
「
横
並
び
に
座

る
」
と
か
、「
大
皿
で
料
理

を
と
り
わ
け
な
い
」「
映
画
館

な
ど
は
、
隣
の
人
と
１
席
空

け
て
座
る
」
な
ど
だ
。
確
か

に
、
気
を
付
け
た
方
が
い
い
こ

な
道
で
マ
ス
ク
を
着
け
る
必
要

ま
で
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

　
Ｑ
　「
で
も
、
み
ん
な
が

着
け
て
い
る
の
に
、
一
人
だ

け
外
す
の
は
ど
う
も
…
…
。

　
Ａ
　
政
府
は
非
常
事
態
宣

　
Ｑ
　
夏
だ
ね
。
暑
い
中
を

マ
ス
ク
の
ま
ま
過
ご
す
の

は
、
き
つ
く
な
っ
て
き
た
。

　
Ａ
　「
マ
ス
ク
着
用
」
は
マ

ナ
ー
と
し
て
定
着
し
た
け
ど
、

ほ
と
ん
ど
人
が
通
ら
な
い
よ
う

市
民
相
互
の「
監
視
」は
イ
ヤ
だ

？？Q&AQ&A
焦点焦点

東海第２再稼働ＳＴＯＰ
原水禁茨城平和集会を開催

７
月
　
日
、
自
治
労
会
館
で

12

原
水
爆
禁
止
運
動
の
取
り
組

み
を
強
め
、「
核
と
人
類
は
共

存
で
き
な
い
」と
い
う
運
動
の

原
点
を
再
確
認
す
る
た
め
、

被
爆
　
周
年
・
原
水
禁
茨
城

75

平
和
集
会
を
開
き
、
県
内
か

ら
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

76
　
は
じ
め
に
、
主
催
者
を
代

　
被
爆
　
周
年
原
水
爆
禁
止

75

世
界
大
会
は
、
世
界
的
な
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
、
全
国
規
模

の
集
会
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
福
島
・
広
島
・
長
崎
大
会

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
治
労
な
ど
が
参
加
す
る

茨
城
平
和
擁
護
県
民
会
議
は

原水禁平和集会であいさつする鈴木代表

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

針
と
新
役
員
体
制
を
確
立
し

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
加
藤
裕
一
議
長

（
茨
城
町
職
）
が
あ
い
さ
つ

し
、「
台
風
　
号
の
被
害
で

19

水
道
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

　
県
内
の
水
道
職
場
の
仲
間

で
つ
く
る
県
本
部
公
営
企
業

評
議
会
は
７
月
９
日
、
自
治

労
会
館
で
第
　
回
総
会
を
開

36

き
、
一
年
間
の
活
動
を
振
り

返
り
、
２
０
２
０
年
活
動
方

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
ろ
う

寸
断
さ
れ
た
。
不
眠
不
休
の

復
旧
作
業
が
進
め
ら
れ
て
き

た
が
、
今
年
に
入
り
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
で
活
動
も
自
粛
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
一
人
ひ
と

り
が
住
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
守
る
自
覚
を
持
ち
、
こ
の

一
年
の
出
来
事
を
ふ
ま
え
、

公
企
評
の
方
針
を
打
ち
出
し

た
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
活
動
経
過
報
告
、

運
動
方
針
を
提
案
し
た
あ

と
、
全
体
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
役
員
改
選
で

は
、
県
企
業
局
労
組
の
横
町

勉
新
議
長（
県
企
業
局
労
組
）

を
は
じ
め
と
す
る
新
執
行
部

を
選
出
し
ま
し
た
。

県
本
部
公
営
企
業
評
が
総
会

公企評総会であいさつする
加藤議長


